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2.11.3. 教育活動概要 
(a) 卒業論文概要 
荻原 勇一 
 
UDに配慮した観光情報システムにおける CMSの開発と汎用化 
観光地では，様々な人に配慮した UD（ユニバーサルデザイン）の考え方が重視され，携帯電
話を用いた UD 観光情報システムの研究がなされている．しかし，UD観光情報システムは，コ
ンテンツの煩雑化や，複数の観光地での適用，履歴データの活用といった課題が上げられてい
る．そこで本研究では，観光地での UD観光情報システム導入を簡易化するためのコンテンツ管
理システムの設計と開発を行い，試験運用と評価を行った． 
河本 祐幣 
 
音声合成を利用した UD観光情報システムの開発 
 筆者が所属する研究グループでは，観光スポットに近づくと携帯電話が自動機に位置情報を
受信してユーザ特性に応じた情報提供を行う，ユニバーサルデザイン（UD）観光情報システム
の開発を行ってきた．本研究では UD 観光情報システムにおいて，音声合成技術を用いて静態
情報と動態情報を音声にて提供できるようにした．評価の結果，音声合成の利用に関して，一
定の有用性が示唆された． 
菅原 貴衡 
 
道路維持管理における Web GISを用いた情報ポータルの開発と運用 
 道路維持管理情報は電子データや紙媒体で存在し，事務所内に散在している．本研究では，
散在する道路維持管理情報を共有・利用するために，WebGISを用いて道路維持管理情報を参照
する情報ポータルを開発した．システムでは，日常点検と修繕の結果や交通事故データを地図
上に展開し，業務マニュアル機能にて経験の浅い管理担当職員を支援する．そして北上土木セ
ンターで６週間運用し，業務での活用可能性を評価した． 
田中 聖人 携帯端末を用いた地域づくりワークショップ体験システムの開発 
 住民参加型の地域づくりにおける合意形成の手法としてワークショップが行われているが，
開催に参加者の都合が合わず，地域づくりへの貢献がなかなかできないということが考えられ
る．そこで本研究は，個別でワークショップを体験できるシステムを開発し，評価を行った．
システムでは，街中を想定しており，端末の音声認識を活用して音声でメモを取り，入力した
メモを元に自分の意見を入力する． 
田村 優樹 
 
フィールドミュージアム事前事後情報提供システムの提案と開発 
 近年観光において，フィールドミュージアム（以降 FM）が注目されている．FMは実際の街を
博物館に見立てるものであるが，街を見立てているのは FM提供側であり，ユーザには事前に
FMの情報を把握してもらう必要がある．また散策を終えた後にクイズを解くことで各スポット
をより深く理解することができるのではないかと考えた．そこで本研究では，FMの散策を支援
する FM事前事後情報提供システムを開発し，評価を行った． 
永井田 麻友 
 
野外美術館における鑑賞支援システムの改善と運用 
 近年，美術館にガイドシステムを導入するケースが増えているが，野外美術館に対応したも
のは少ない．研究フィールドの石神の丘美術館はガイド不足の問題があったため，先行研究に
おいて QRコードを利用した常設展用の鑑賞支援システムが開発され，実証実験が行われた．そ
の内容を踏まえ，本研究では鑑賞支援システムに企画展用の機能を追加するとともに，数ヶ月
間にわたって長期的に運用を行い，その結果について分析した． 
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深澤 公哉 
 
住民参加型に基づく 3次元ユニバーサルデザインマップの開発と評価 
 歩行空間においてユニバーサルデザイン（UD）が進んでいるが，その全てを UD にすることは
難しい．また，歩行者にアクセシビリティ情報を提供する 2次元の UDマップの情報だけでは，
詳細な UD情報を理解できないことがあり，地図上に UD 情報を付加していくことは，少人数で
行うと時間と費用の負担が大きくなる．そこで本研究では，3次元空間データを利用し，住民
参加型の 3次元 UDマップを開発し，評価した． 
三浦 友美 
 
地域 SNSにおけるポイントシステムの開発と運用 
 近年，住民やコミュニティの活動における交流を活性化するツールとして地域 SNSは有効と
されている．滝沢村地域 SNSは 2009 年 10 月の運営開始から，利用者，投稿数が増えておらず
コミュニティ活動を活性化できていない．そこで，本研究では位置や日記等の投稿などによる
ポイント貯蓄と交換の機能を有するシステムを開発した．そして，滝沢村地域 SNS利用者を対
象にポイント交換実験を行い，運用評価を行った． 
 
(b) 博士(前期)論文概要 
工藤 彰 
 
携帯電話を用いたフィールドミュージアム案内システムの研究 
 近年，地域全体を「屋根のない博物館」に見立てて地域独自の歴史・文化・自然を見つめ直
し，それらを博物館における展示物として捉える，フィールドミュージアムの地域づくりが行
われている．これにおける情報技術の活用として，現地での案内システムが考えられる．しか
し，先行研究・事例のシステムでは個々の展示物の解説に留まっており，まちの変遷を理解す
ることは考えられていない．本研究では，携帯電話と古地図・古写真を活用して，住民や観光
客がまち歩きの際に利用可能な案内システムを開発した． 
佐々木 研弥 
 
UGCを用いた地域資源情報発信システムの研究 
 本研究では，地方自治体の観光促進や地域活性化を目的として，UGC(User-Generated 
Content)を用いて地域資源情報を収集・発信するシステムを提案した．地域資源情報の収集に
おいて，ユーザから投稿される情報だけでは十分な情報が収集できないと考えられるため，ブ
ログからの情報抽出を平行して行った．ブログからの情報抽出には地位資源辞書を構築して用
い，地域資源について書かれているブログ記事を地域資源情報として抽出した．また，ユーザ
からの投稿情報とブログから抽出した情報を Google Map上に表示する機能を作成し，自治体職
員を対象に評価を行った．そして，本システムの運用形態についての提案と議論を行い，その
結果についての考察と今後の課題について検討した． 
 
(c) 博士(後期)論文概要 
該当無し  
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(d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
該当無し 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) 工藤 彰，窪田 諭，市川 尚，阿部昭博：フィールドミュージアムにおけるまち歩き支援システムの試作，第
7回観光情報学会全国大会ポスターセッション，2010.6. 
2) 河本祐幣，市川 尚，窪田 諭，阿部昭博：携帯電話を用いた UD 観光情報システムにおける広告配信機能の検
討，第 7回観光情報学会全国大会ポスターセッション，2010.6. 
3) 高橋恭平，市川 尚，窪田 諭，阿部昭博：目標中心の行動連鎖モデルに基づく対面協調型観光情報システム～
歴史テーマパークへの適用～，第 9回情報技術フォーラム（FIT2010），情報処理学会・電子情報通信学会，RM-001，
2010.9. 
4) 深澤公哉，窪田 諭，市川 尚，狩野 徹，阿部昭博：住民参加型による 3次元ユニバーサルデザインマップの
提案，第 9回情報技術フォーラム（FIT2010），情報処理学会・電子情報通信学会，O-023，2010.9. 
5) 工藤 彰，窪田 諭，市川 尚，阿部昭博：携帯電話を用いたフィールドミュージアム案内システムの提案，地
理情報システム学会講演論文集，Vol.19，4C-3，2010.10. 
6) 佐々木研弥，窪田 諭，市川 尚，阿部昭博：UGCを用いた地域資源情報発信システムの提案，人文科学とコン
ピュータシンポジウム論文集，情報処理学会，Vol.2010，pp.73-78，2010.12. 
7) 工藤 彰，窪田 諭，市川 尚，阿部昭博：フィールドミュージアムにおける案内システムの開発，人文科学と
コンピュータシンポジウム論文集，情報処理学会，Vol.2010，pp.85-90，2010.12. 
8) 佐々木研弥，窪田 諭，市川 尚，阿部昭博：UGCを用いた地域資源情報発信システムの開発，情報処理学会第
73回全国大会講演論文集，2ZE-3，2011.3. 
9) 三浦友美，窪田 諭，佐々木敬志，瀧澤寛之，市川 尚，阿部昭博：地域 SNSのためのポイントシステムの開発
と運用，情報処理学会第 73 回全国大会講演論文集，2ZE-6，2011.3. 
10) 河本祐幣，市川 尚，窪田 諭，阿部昭博：音声合成を利用した UD 観光情報システムの拡張，情報処理学会第
73回全国大会講演論文集，3ZE-2，2011.3. 
11) 永井田麻友，市川 尚，窪田 諭，阿部昭博：野外美術館を対象とした作品鑑賞支援システムの改善と運用，情
報処理学会第 73回全国大会講演論文集，3ZE-3，2011.3. 
12) 工藤 彰，窪田 諭，市川 尚，阿部昭博：携帯電話を用いたフィールドミュージアム案内システムの開発と評
価，情報処理学会第 73回全国大会講演論文集，3ZE-4，2011.3. 
13) 荻原勇一，市川 尚，窪田 諭，阿部昭博：UD に配慮した観光情報システムにおける CMS の開発，情報処理学
会第 73回全国大会講演論文集，3ZE-5，2011.3. 
14) 菅原貴衡，窪田 諭，橋本忠義，市川 尚，阿部昭博：WebGIS を用いた道路維持管理における情報ポータルの
開発と運用，情報処理学会第 73回全国大会講演論文集，4ZF-7，2011.3. 
15) 深澤公哉，窪田 諭，市川 尚，狩野 徹，阿部昭博：住民参加型に基づく 3次元ユニバーサルデザインマップ
の開発，情報処理学会第 73 回全国大会講演論文集，4ZF-8，2011.3. 
16) 坂本大介，窪田 諭，菊池正樹，市川 尚，阿部昭博：道路維持管理におけるタブレット PC を用いた台帳管理
システムの検討，情報処理学会第 73回全国大会講演論文集，4ZF-9，2011.3. 
17) 高橋恭平，市川 尚，窪田 諭，阿部昭博：意識的注意を喚起する対面協調型観光情報システムの拡張，情報処
理学会第 73回全国大会講演論文集，6ZD-3，2011.3. 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) 佐藤歩，情報処理学会推薦修士論文認定，野外美術館における鑑賞支援システムの開発，2010. 
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2) 高橋恭平，情報処理学会，第 73 回全国大会・学生奨励賞，意識的注意を喚起する対面協調型観光情報システム
の拡張，2011年 3月 4日 
3) 荻原勇一，情報処理学会，第 73回全国大会・学生奨励賞，UDに配慮した観光情報システムにおける CMSの開発，
2011年 3 月 3 日 
4) 荻原勇一，情報処理学会東北支部，学生奨励賞，UDに配慮した観光情報システムにおける CMS の開発と汎用化，
2011年 3 月 31 日 
 
2.11.4. その他の活動 
研究室ゼミ合宿の実施 
 夏期（2010.8.6，アイーナキャンパス）および冬期（2011.2.10-11，八幡平市）に，各学期の成果を発表するゼミ
合宿を実施した．夏期ゼミでは，小樽商科大学商学部社会情報学科 深田秀実准教授を招聘して，「小樽商科大学社
会情報学科における教育研究と地域連携」についての講演と討論を行った． 
 
特別講演会の実施 
 情報システム演習等の一環として， 
(ア)観光情報学会いわて観光情報学研究会第 5 回例会（遠野市立博物館，テーマ：遠野観光と情報活用～遠野
物語発刊 100 周年を契機として，2010年 7月 15日） 
(イ)観光情報学会いわて観光情報学研究会第 6回例会・ワークショップ（岩手町立石神の丘美術館，2010年 10
月 15日） 
(ウ)地理情報システム学会東北支部 GISA東北セミナー2010（アイーナキャンパス，テーマ：標準化・防災・農
業と GIS，2010年 8 月 19日） 
の学生聴講・参加を奨励した． 
 
研究室ミーティングの実施 
 毎週 1回，研究室ミーティングを開催し，研究室での生活や学習に関する情報を教員・学生間で共有する機会を積
極的に設けた． 
 
大学祭オープンキャンパスにおける体験学習（2010年 10月 23日） 
 本学大学祭と同時に開催されたオープンキャンパスにおいて，高校生を対象に体験学習「地図システムを使って地
域を分析しよう！」を 2回（各 1時間）実施した．地理情報システム（GIS）と盛岡市などの人口・施設データを使
って地域の問題を分析し，簡単なプログラミングを演習した． 
 
高大連携ウインターセッション（2010年 12月 25日，26日） 
 県内高校生 23名を対象に「地理情報システムの世界を体験しよう」を実施し，地理情報システム（GIS）に関する
講義、屋外での GPSによる情報収集，盛岡市の人口・施設データを使った地域分析，Google Mapを使ったプログラミ
ング演習を行った．地理情報システムという高校生にとって新しいテーマであったが，様々な演習をとおしてテーマ
に興味を持ってもらい，楽しく体験できていた． 
  
